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　　　　　　　　鱗翅 目昆虫にお けるア ス コ ル ビ ン 酸 とメ ラ ニ ン 生成 と の 関連

　　　　　　　　　　　　　　　　 原 円　 稔 （京大 ・理 ・動）

鱗齟 融 の 犠 鰯 糀 し て it” ・嬲 恥 灘 広 く，且 つ 多量 に 含勲 つ ・ る所 か ら ， 体 灘 還 元 物
質 幌 註 罷 鉦 颱 れ る ア ス ・ ・レ t

”
… lat チ P ．i ナ ーk

・
−t“と の 嬰 係 に つ ・・ て し らべ た 諏 ． i，酬 恥 、、

て ，ア ス コ ル ビ ン 酸 が 律液 チ P シ ナ ーゼ に よ る モ ノ フ ェ ノ ール の 酸化 を 抑制 ナ る こ と， 簗 び，ア ス コ ル ビ ン

醂 ζ剃 壇 還 元 L ・自 らは キ 〃 fLよ 1盾訛 就 で い る こ と 蜈 験 1は 囑 ら か に し ，　 i。　 ． i。 。 に お 、ゴ ：

も同様 の 蹼作 を遇 し て ア ス コ ル ビ ン 酸 が チ ロ シ ナ ーゼ 系 を抑 制 し て い る t「 o と推論 し た。

　　　　　　　　　　　　家蚕 の 変態に伴 う体液中の フ エ ノ ール の 消長

　　　　　　　　　　　　　　　　 富 野　士 良 （都立 大 ・理 ・生 ）

家 蚕 驟 中の フ エ ノ ー・し講 体 を 鱒 す る ノ・ め に 除 た ん 寵 体灘 弓弓ア ・レ カ ］牲 下で 願 樋 雄 農 ，迚
ず る沈 澱 を硫 化水素 で 分解 した 。こ れ の ペ ーバ ー

ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

で プ ロ トヵ テ キ ュ 酸 ・3−i．・キ シ キ ス レ

ニ ン
’ドー助 ；主要 な 還 元 fk“f エ ノ ー・し で あ る こ と が 桐 つ た ．

4 匱黙 踊 期 に わ た り慚 狆 の 総 ン 。 ノ ー
ル の 消長 を・1’　 6 と，3 眠 撹皮期 と化蛹 期 に 急激 に 増 加 す る 。

チ 卩 ジ ン の 消長 も こ れ と 同様 で あ る 。
2 価 フ ェ

ノ → レ は 4 點 波 期 に 急増 ナ 御 二f踊 期に は あ蔦 増 就 な ・
・

． また 化蛹期 ・ は 4・・ mlt あた り｝， 吸 1、又
を もつ 物 が 急 増 して 驀 ・ ・ t ・ag一 の ・ と f・・i ら 螺 搬 期

・・）　7　一＝ノ ール 嘴 加 ・ ほ 弛 ジ 吸 こ・そ の 1騾 物 ・

主 と して 関係 し て い るが化蛹期 の フ エ ノ
ー

ノし増加 に は チ ロ ジ ン 代謝物 と比較 し て ト リ プ トフ ァ ン 代謝物 が か

な り大 きく関係 し て い る の
一
で は ない か と想 鯨 さ れ．る。

　　　　　　　　　　　　黄体色 蚕の 色素　津末　玄 夫 （都立 大 ・理 ・
生）

黄 ∫絶 蚕 （レ モ ・
’
） 嫐 の 晒 に は・黄 色 螢 光軈 （X … h ・P・er ・・ B

、 と 栃 る ） 麓 熱 て 、。 る ． ．
の 色 素 即 エ ク 財 ヲ セ 加 一ズ 如 ・ ツ ィ ・レ ト ・

一
ル

・
嫻 鴨 ク ー ・ げ ラ ・・ 謙 よ つ て ほ 蹣 翫

拍 齢 来 る ・ シ ・ ウジ ・ ウ バ 竕 突 鯲 羅 セ ピ ア 嬾 哈 ま 繍 艶 螢光瀕 も 雕 砺 灘 搬 可 能
で あ る ・

レ モ 殴 溌 ピ ア の 醺 を」・ヒ灘 討 L た 鶴 Rf ・f・1・i， 紫外部蝋 ス ペ ク 1・．・ ・
， 螢光 。 ぺ 。 1，　、。

，

洲 部灘 ス ベ ク トル ・光蠏 牡 黛物 溶 馳 等は 9hv ． て 類翫 て い る ・ とb．・！t つ た。 し 侃 訪 。 モ ン

の 醺 は 正 蔽 に 存 在す る濛 に よつ て 分験 掻 が ，セ ピ ア の 色 素 は 少 1：と 誰 用 を受 出 。 くは 鵬 思
練 る ・ 従 つ て 現齶 で は 嘉 勸 ・全 洞 一

蹴 質 驚 る か 否 か 驚 定ナ る ． 臆 蹶 鮃 。

　　　　　　　　　　 シ ョ ウジ ョ ウバ エ の 眼色素形成 とブテ リジ ン 代謝 V

　　　　　　　　　　　　　　　 平 俊 文 ・
名勧 三 郎 （遣伝研）

シ ョ ウ ジ ・ ウ バ エ の 赤 色 「etS素 の 蠏 物 が プ テ リ ジ ン ・6 ・・ ？・ 7 し ボ ン 酸 で あ る ・ と は 前 ・ 報告 し た。 し t）、
し こ の 撒 藤 形魔 至 る 方 殍 玳 駒 進程 に 服 だ不 明 。 点移 h ．わ 才・批 膨 くの 艶 鮴 難
磯 肝 盈 と に よつ て 澱 生物 ・ お 鞨 代謬 常 罎 伝現象 と 全 桐 謙 ，方 ・ジ 。 代蹴 程 の 肛 関
係 を明 らか に づ

1
る こ と が で きた。

こ の よ うな 方 リ ジ 玳 謝 塒 定 の 器官畷 られ て Ln る ・ す な 描 灘 部 と鰈 i・馳 れ そ の 世 器叡
は 見 ら 楓 い ・ 従 つ て 胴部 翻 け る雌 蹉 は 嬲 で あ る・こ の よ う姓 物学的攤 旗 耐

一
る 鼬 が 共 遘 の

フ ア リ ジ 玳 謝 桁 つ て 喝 蘇 堋 らか で 如 ； 歎 発 生 的 げ 卸 ジ ン は 3 令麟 幼虫
一
略 歡 通 に バ

dt7
’
テ リ 雌 始 め て 黜 抗 無 で 黄色 プ テ リ ・ 硯 出 S ”，L る ・

・ 栃 の 華課 か ら次 の 徽 プ テ 殍 玳
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謝過程が考 身．られ る。

　　　
　　

　　
　
　
　　　　　　　　　　 ド

　
　　　　　　　　　　

核 酸 代 謝
．一 一》

．
共速前駆体 一 バ イ オ ブ テ リ ン → 黄 芭 プ テ リ ン

ー → 赤 眼 色 （複瞑 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・・一一　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 〆

一一．一　 　 一一． ／ 　 　 2 ，ア ミ ノ ．4 ．ハ イ ド。 キ 弾 テ ］J ジ y − → イ ソ キ サ ン トブ テ リ ン 備 巣 ）

炭杢イヒ翰代謝 ／

　　　　　　　　　　　　　　 シ ョ ウジ ョ ウ バ エ の ブ リン 代謝 III

　　　　　　　　　　　森 田　敏照 ・〔阪大 ・理 ・生）・大島　長 造 （遺 伝研 ）

　 キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ の 瞋 色 突 然 変異 体 ryL に は 昆 虫 に お け る 窒素代謝 の 最終産物 で あ る尿酸 は認 め

られ ず ， そ の 前駆体 で あ る ヒ ホ キ サ ン チ ン と キ サ ン チ ン が 蛹期 と 成虫期 に 野 生 系 の ハ エ よ り多 ：量 に 存在 し た e

又 シ ョ ゥ ジ ョ
ウ バ エ の 尿酸彩 成 に 関与 ナ る酵 素 は キ サ ソ チ ン 脱水素 彰素 で あ つ て ryl に は こ の 酵素活性 が

諤 め ら れ な い こ とは 既 に 報告 し た。キ サ ン チ ン 腱水素 蓴素 の 活 性は 踊期 よ りも成 虫期 に 高 く，十 ！ryl の 活 性

は ＋ 1十 の 約 li2 で あ る こ と を 認 め た 。し か し DPNH 酸 化 （脱水素） に は Iy ∵ry   ÷lry】， 十 1十 の 間 に

差 を認 め る こ と は 出来 な か つ た。比較的精製 し た 酵素液 に お い て も同 じ結果 を得 た 。こ れ は 遣伝 子 と酵素 の

関連性 を云 す上 に 非常に 興 昧 の あ る 結果 と考 え られ る。受 野 生 系お よ び r｝
’1

の ハ エ に グ ア ナ ーゼ の 活性 をも

認 め る こ と が 出来 た。

ア ゲ ハ チ ョ ウ科の 蝶の翅 の色素 とその 分布

梅 鉢　幸重 （金 沢 大
・理 ・生 ）

　蝶 の 翅 の 色素 に 関 し て は，シ ロ チ ョ ウ 科 の 蝶 の 翅 の 色 素 が プ テ リ ン 類 で あ る こ とは 良 く知 られ て い る が ，

興 味 あ る こ と に ，シ ロ チ ョ ウ科 に 最 く：近縁 の 科 で あ る ア ゲ ハ チ ョ ウ科 の 蝶 の 翅 の 色 素 は ブ テ リ ン で は な く ，

そ の 化学的性質 は 最 近 迄 解 つ て い な か つ た。著者は ア ゲ ハ チ ョ ウ科 の 黄色鱗粉 の 抽 出液 に 多量 の キ ヌ レ ニ ン

が 蓄積 し て い る こ と を 見出 し ， 以来 そ の 黄色色粟 の 化学的 性 質及 び 分布 を 調 べ て 来た。 こ の 黄色色素 は ト リ

プ ト ン ァ ソ 系で あ る が ，従 夫報告 さ れ て い る オ ン モ ク ロ ーム で は な く，キ ヌ レ ニ ン 系 色 素 と 呼 ば れ る の が よ

い こ ど が解 つ た 。 こ の キ ヌ レ r一ソ 系 黄 色色素 は 今迄 の 所 ， 蝶 の 中 で ア ゲ ハ チ ョ ウ 科 に の み 存在す る 。 又 そ の

ア ゲ ハ チ ョ ウ科 内 で の 分布 は ア ソ ト キ サ ン チ ン 色素 の 分布 と 逆 の 関 係 に あ る 場合 が多 い 。更 に ア ゲ ハ チ ョ ウ

科 に 特有 の B 型赤 色 色 素 霍．や は F；
・

ト リ ブ トフ ァ ン 系 で あ b， し か も従来 の オ ン モ ク ロ
ーム と違 つ た 性質 を

有づ
’
る こ と が餌 つ た 。

和金 及びメ ダカ の 体色 とカ ロ チ ノイ ド代謝

竹内　邦輔 （名大
・理 ・生 ）

　和 金 も メ ダ カ も白及 び 赤 の 両 種 類が あ る が こ の 差 は 皮嘴 の カ ロ チ ノ イ ド量 の 差 で あ る e し か し 白 い 種類 で

も よ く鋸 の 力 卩 チ ノ イ ドを服 収 す る。白 和 金 の 肝 臓 に は 赤 和 金 の そ れ の 10− 20 倍 の カ v チ ノ イ ドがあ る 。

こ の 肝 臓 カ ロ チ ノ イ ドは 黄色 で 赤 和 金 の 皮膚 の 赤 い カ ロ チ ノ イ ドと は 異 る 。 吸 収 ス ペ ク トル よ りみ て こ れ は

変色前の 稚 魚 の 皮薦 カ ロ チ ノ イ ド及 び白和 金 の ヒ レ や 孱 に 少量 あ る黄色 カ ロ チ ノ イ ド と同種 の もの ら し 賎

メ ダ カ の 肝鐵 は 白緋種 と 霍，カ ロ チ ノ イ ド を殆 ど有 し な い 。メ ダ カ で は カ ロ チ ノ イ ドの 回転率 が 非常 に は や い

ら し く外 で 飼 育 し て い た メ ダ カ を 室 内 に 移
．？r と そ の 喫 膚 カ ロ チ ノ イ ドは 8 日で 半 分位 に 減 る が 和 金 で は こ の

よ うな こ と は な い 。 和金及 び メ ダ カ の 皮 膚 ホ モ ヂ エ ネイ トは カ ロ チ ノ イ ドの 酸 化 をか な り揮 制し ， こ の 作用

は 白和 金 が一
番 強 い 。
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